
昭
和
五
四
年

一
月
三
二
日
、
歴
史
資
料
と
し
て
善
徳
寺
宝
物
（
絵
画
・
彫
刻
）
四
六
点
が
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

昭
和
五
五
年
九
月

―二
日
、
善
徳
寺
宝
物

一
四
四
点
が
県
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

昭
和
五
六
年

一
月
二
二
日
、
曳
山
祭
行
事
が
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

昭
和
五
八
年
六
月
二
七
日
、
書
跡
古
文
書
と
し
て
城
端
別
院
善
徳
寺
文
書
九
、

三
0
九
点
が
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ

こ
。
t
 

こ
。
t
 

ご一
月
四
日
、
城
端
織
物
組
合
事
務
棟
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。
織
物
組

合
事
務
棟
は
昭
和
三
年
に
建
築
さ
れ
、
絹
の
町
城
端
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
、
木
造
建
築
の
玄
関
と
前
側
を

モ
ル
タ
ル
、
タ
イ
ル
貼
り
に
し
て
煉
瓦
積
み
の
洋
館
に
見
せ
る
と
い
う
現
在
で
は
珍
し
い
建
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

平
成

一
四
年
二
月

―二

日
、
城
端
神
明
宮
祭
の
曳
山
行
事
が
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
同
年
三
月

一

七
日
に
は
祝
賀
会
が
城
端
町
体
育
館
で
行
わ
れ
、

三
八
0
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
祝
っ
た
。

県
指
定
文
化
財

昭
和
四

0
年

(-
九
六
五
）
一

月

一
日
、
工
芸
品
と
し
て
彩
漆
鯰
模
様
手
付
盃
盆
、
天
然
記
念
物
と
し
て
鉢
伏
の
な
し

の
き
、
縄
ヶ
池
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群
生
地
、
蝋
山
越
の
彼
岸
桜
自
生
地
、
赤
祖
父
石
灰
華
生
成
地
が
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ

国
指
定
文
化
財

平
成

―二
年

（二

0
0
0
)

第
一
項
国
・
県
・
町
指
定
文
化
財

第

一

節

文

化

財

第
六
章

文

化

彩漆鯰模様手付盃盆
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乾
漆
椀
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

平
成
五
年
(
-
九
九
三
）
四
月
九
日
、
善
徳
寺
本
堂
・
山
門
・
鐘
楼
・
太
鼓
楼
が
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

町
指
定
文
化
財

昭
和
四

一
年

(
-
九
六
六
）
五
月
四
日
町
教
育
委
貝
会
は
町
文
化
財
を
指
定
し
た
。
建
造
物
と
し
て
城
端
別
院
善
徳

寺
、
工
芸
品
と
し
て
善
徳
寺
梵
鍾
と
善
徳
寺
唐
金
燈
籠

一
対
、
古
文
書
と
し
て
組
中
人
々
手
前
品
々
覚
書
帳
の
四
点
で

昭
和
四
二
年
三
月
定
例
町
議
会
で
城
端
町
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
た
。
町
内
の
文
化
財
を
調
査
指
定
し
、
保
護
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
文
化
財
保
護
委
員
会
も
改
め
て
設
置
さ
れ
、
条
例
に
基
づ
い
て
保
護
委

員
を
委
嘱
し
た
。

同
委
員
会
は
こ
の
年
度
の
事
業
と
し
て
民
俗
資
料
の
収
集
を
開
始
し
、
「
城
端
公
民
」
で
提
供
を
呼
び
か
け
た
。

と
し
て
①
衣

諸
職
な
ど
の
頭
巾
・
は
ば
き
か
っ
ぱ
・
鏡
・
お
は
ぐ
ろ
道
具
・
ひ
の
し
等

茶
臼
茶
桶
・
き
せ
る
・
煙
草
入
れ
等

ご
．
ず
ら
・
頭
当
て
・
通
行
切
手
・
弁
当
用
具
・
バ
ッ
パ
・
行
李
・
ば
ん
木
・
拍
子
木
・
飛
脚
用
具

⑥
社
会
生
活

発
火
具
・
枕
．
燭
台
・
ち
ょ
う
ち
ん
•
あ
ん
ど
ん

火
消
装
束
・
罪
の
し
る
し
（
赤
頭
巾
・
縄
帯
等
）

木
鉢
．
粉
換
道
具
・

・
十
手
捕
縄
・
家
じ
る
し
・

印
判
等
・
寺
子
屋
用
具
・
教
本
・
算
本
・
絵
暦
・
物
差
・
銭
桝
な
ど
と
、
か
な
り
具
体
的
な
民
俗
資
料
を
挙
げ
た
。

昭
和
四
三
年
九
月
二
日
町
文
化
財
を
指
定
し
た
。
工
芸
品
と
し
て
渾
天
儀
、
天
然
記
念
物
と
し
て
林
道
の
炭
酸
孔
、
典

籍
と
し
て
西
村
太
沖
著
実
符
暦
・
符
天
暦
他
、
絵
画
と
し
て
荒
木
直
暢
自
画
像
、
史
跡
と
し
て
上
見
城
跡
の
五
つ
で
あ
っ

昭
和
四
九
年
四
月
九
日
城
端
絵
図
、
小
原
治
五
右
衛
門
稀
雄
自
画
像
、
城
端
焼
水
差
、
鶏
に
花
篭
蒔
絵
硯
箱
、
桔
梗
形

昭
和
四
九
年
九
月
九
日
畑
文
書
、
芭
蕉
塚
、
路
通
城
端
十
景
、
西
原
遺
跡
、
瑞
泉
寺
古
文
書
を
町
文
化
財
に
指
定
し

た
。昭

和
四
九
年

―一

月

一
0
日
、
町
の
文
化
財
で
あ
る
曳
山
と
庵
屋
台
な
ど
の
創
作
保
持
に
苦
労
し
た
先
賢
の
功
を
た
た

え
る
た
め
水
月
寺
境
内
に
顕
彰
碑
を
建
て
、
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

こ
。
t
 

看
板
・
手
形
・
藩
札
類

④
交
通
具

⑤
交
易

鑑
札

③
住

②
食

あ
っ
た
。

は
た ,_,― 
一
仔

渾天儀 組中人々手前品々覚書帳
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明
宮
社
叢
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

昭
和
五
四
年
四
月
九
日
、
城
端
神
明
宮
の
宝
物
三
点
、
加
賀
藩
祐
筆
山
本
源
右
衛
門
筆
の
大
神
宮
の
額
、
春
日
神
輿
、

八
幡
神
輿
、
神
明
神
輿
、
西
上
町
の
旧
庵
屋
台
（
数
奇
屋
造
り
の
模
型
）
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
宝
物
は

城
端
神
明
宮
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
西
上
町
の
旧
庵
屋
台
は
城
端
塗
の
傑
作
で
も
あ
り
、

昭
和
五
七
年
七
月

一
三
日
、
細
野
字
丸
塚
に
あ
る
熊
野
神
社
の
本
殿
を
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
と
し
て
町
文
化
財
に

指
定
し
た
。
熊
野
神
社
は
、
城
端
町
に
現
存
す
る
神
社
と
し
て
は
一
番
古
く
、
江
戸
初
期
か
ら
寛
永
以
前
に
建
て
ら
れ
た

一
間
社
流
れ
造
り
。
ま
た
、
保
存
の
状
態
が
極
め
て
よ
く
、
長
く
保
護
継
承
す
べ
き
建
造
物
と
し
て
指
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
八
年
五
月

一
0
日
城
端
神
明
宮
所
蔵
の
蝦
夷
征
伐
、
牛
の
尾
を
引
く
図
、
八
島
の
合
戦
の
絵
図
、
瓶
子
を
町
の

昭
和
五
八
年

一
0
月

一
四
日
、
史
跡
と
し
て
旧
五
箇
山
街
道
朴
峠
道
（
城
端
町
若
杉
地
内
か
ら
平
村
梨
谷
地
内
、
延
長

昭
和
六

0
年

一
0
月
九
日
に
は
、
諸
役
人
交
代
記
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

昭
和
六

一
年
四
月
五
日
、
城
端
神
明
宮
の
本
殿
神
門
並
び
に
玉
垣
欄
間
、
狛
犬
木
鼻

一
対
並
び
に
細
野
熊
野
神
社
の
社

宝
九
件
を
町
の
文
化
財
に
指
定
し
た
。
社
宝
は
聖
観
世
音
菩
薩
立
像
、
薬
師
如
来
座
像
、
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
十
一
面
観

音
菩
薩
坐
像
、
御
神
像
、
狛
犬
、
弁
財
天
、
大
黒
天
、
毘
沙
門
天
図
、
二
祖
対
面
図
、
元
禄
三
年
奉
納
文
で
あ
る
。

昭
和
六
二
年

一
0
月
七
日
、
教
念
寺
本
堂
「
向
拝
」
「
欄
間
」
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

昭
和
六
三
年

―二
月
七
日
是
安
の
山
田
郷
総
社
神
明
宮
の
大
杉
、
善
徳
寺
境
内
林
、
水
月
寺
の
江
戸
彼
岸
桜
、
城
端
神

平
成
二
年

(
-
九
九

0
)
四
月
二
六
日
夫
婦
滝
、
大
滝
山
ブ
ナ
原
生
林
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

平
成
二
年

―二
月

一
七
日
に
専
徳
寺
の
庭
園
と
善
徳
寺
の
庭
薗
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

平
成
六
年
九
月

―二
日
、
信
末
の
水
神
・
七
面
天
女
像
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

平
成

一
五
年
六
月
四
日
、
「
城
端
千
代
音
加
礼
」
を
町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
た
。

約
五

km)
を
町
文
化
財
に
指
定
し
た
。

文
化
財
に
指
定
し
た
。

も
の
で
、

譲
り
わ
た
っ
て
い
た
も
の
が
再
び
郷
土
へ
戻
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

一
時
、
今
の
砺
波
市
に

[
昭
和
四
二
年
条
例
第
一
六
号
]

町
文
化
財
保
護
条
例

第

一
条
こ
の
条
例
は
、
城
端
町
に
お
け
る
文
化
財

を
調
査
指
定
し
、
そ
の
保
存
と
保
護
活
用
を
図

り
、
も
つ
て
町
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
文
化
財
と
は
次
に

掲
げ
る
も
の
を
い
う
。（
省
略
）

第
三
条

第

一
条
の
目
的
達
成
の
た
め
、
城
端
町
文

化
財
保
護
委
員
（
以
下
「
保
護
委
貝
」
と
い

う
。）

を
置
く
。

第
四
条
保
護
委
員
の
定
数
は

一
五
名
以
内
と
し
、

非
常
勤
と
す
る
。

第
五
条
保
護
委
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
も
の
及

び
関
係
行
政
機
関
の
職
員
の
う
ち
か
ら
町
長
が
委

嘱
す
る
。

二

委
員
の
任
期
は

三
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な

、
。
’
>
 

（
以
下
省
略
）

旧五箇山街道朴峠道
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行
っ
た
。

こ
。
t
 

こ
。
t
 昭

和
四
七
年
(
-
九
七
二
）
、
ほ
場
整
備
に
先
立
っ
て
富
山
県
教
育
委
員
会
は
金
戸
館
跡
に
つ
い
て
発
掘
調
査
を
実
施

し
た
。
翌
四
八
年
六
月
ま
で
に
予
備
調
査
が
終
わ
っ
た
。
館
の
堀
跡
や
中
世
の
遺
物
が
数
多
く
出
土
し
た
。

昭
和
四
八
年
五
月
、
富
山
県
教
育
委
員
会
が
県
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
先
が
け
、
立
野
原

一
帯
に
残
る
遺
跡
群
の
調
査

を
開
始
し
、
南
原
D
遺
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。

同
年

―一

月
、
富
山
県
教
育
委
員
会
は
示
野
遺
跡
の
発
掘
に
取
り
か
か
っ
た
。
翌
四
九
年
七
月
に
は
、
示
野
だ
け
で
な

く
西
原
地
区
の
集
落

一
帯
に
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
た
め
、
示
野
遺
跡
を
西
原
遺
跡

と
名
称
変
更
し
た
。

昭
和
五

0
年
七
月
に
は
立
野
原
と
塔
尾
地
区
に
ま
た
が
る
西
山

B
遺
跡
で
縄
文
時
代
中
期
前
葉
の
住
居
集
落
を
発
掘
し

昭
和
五
二
年

一
0
月
、
六
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
立
野
原
一
帯
の
発
掘
調
査
が
終
了
し
た
。
こ
の
間
旧
石
器
及
び
縄

文
時
代
を
中
心
と
し
た

――

四
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
同
地
区
は
県
下
最
大
の
遺
跡
が
残
る
地
区
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

昭
和
六

0
年

―二
月
、
「
城
端
時
報
」
で
大
鋸
屋
地
区
の
的
場
跡
が
「
現
在
も
立
派
に
保
存
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、

「
伝
説
の
畑

一
族
の
遺
跡
で
は
な
い
か
」
と
報
道
さ
れ
、
時
の
話
題
に
な
っ
た
。

平
成
八
年
(
-
九
九
六
）
、
県
道
オ
川
七
城
端
線
と
町
道
野
田
理
休
線
の
改
良
工
事
に
先
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
西
原
追

跡
と
城
端
城
跡
の
発
掘
調
査
を
城
端
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
。
善
徳
寺
の
門
前
周
辺
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
城
端
城

跡
の
調
査
は
町
民
の
関
心
を
集
め
た
が
、
江
戸
期
の
町
屋
遺
構
を
確
認
し
た
も
の
の
、
城
端
城
跡
に
相
当
す
る
遺
構
は
発

見
で
き
な
か
っ
た
。
同
年
四
月
二
六
日
、
町
民
に
地
元
の
遺
跡
に
ふ
れ
て
も
ら
う
た
め
、
現
地
で
説
明
会
を
行
っ
た
。
ま

た
、
同
年
度
末
に
は
門
前
地
区
を
含
む
旧
町
部

一
帯
を
「
善
徳
寺
前
遺
跡
」
と
し
て
登
録
し
た
。

平
成
九
年
、
国
道
三
0
四
号
線
拡
幅
が
始
ま
る
た
め
、
工
事
に
先
が
け
て
西
上
に
お
い
て
善
徳
寺
前
遺
跡
試
掘
調
査
を

第
二
項
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
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第
一
項

第
二
節

め
、
発
刊
し
た
。

芸

能

文

化

こ
。
t
 

こ
。
t
 

1
0
月
に
は
西
原
遺
跡
を
発
掘
調
査
(
¥
―二
月
）
し
た
。
縄
文
土
器
が
大
量
に
出
土
し
、
谷
の
内
部
の
土
器

捨
て
場
と
発
表
し
た
。

平
成

一
0
年
、
東
上
と
西
下
に
お
い
て
善
徳
寺
前
遺
跡
を
試
掘
調
査
、
そ
の
ほ
か
農
道
工
事
に
先
が
け
て
京
塚
B
遺

平
成

二
二
年
、
大
工
町
に
お
い
て
善
徳
寺
前
遺
跡
試
掘
調
査
。
金
戸
館
跡
試
掘
調
査
。

ま
た
、
同
年
、
町
内
全
域
の
詳
細
な
遺
跡
の
分
布
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
七
年
計
画
で
実
施
す
る
と
発
表
し
、

0
月
に
調
査
を
開
始
し
た
。
初
年
度
は
蓑
谷
地
区
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
新
た
に
三
遺
跡
を
発
見
し
、
登
録
し
た
。

平
成

一
四
年
、
出
丸
町
に
お
い
て
善
徳
寺
前
遺
跡
試
掘
調
査
。

同
年

一
0
月
、
町
内
遺
跡
分
布
調
査
（
二
年
目
）
を
北
野
地
区
で
行
う
。
新
た
に
六
遺
跡
を
発
見
し
、
登
録
し
た
。

平
成

一
五
年
、
出
丸
町
と
新
町
に
お
い
て
善
徳
寺
前
遺
跡
試
掘
調
査
。
国
道
三
0
四
号
関
連
の
発
掘
調
査
は
終
了
し

同
年

一
0
月
、
町
内
迫
跡
分
布
調
査
（
三
年
目
）
を
南
山
田
地
区
上
口
で
行
う
。
新
た
に

一
遺
跡
を
発
見
し
、
登
録
し

平
成
一
六
年
四
月
、
町
内
遺
跡
分
布
調
査
（
四
年
目
）
を
南
山
田
地
区
下
口
で
行
う
。
新
た
に
一
遺
跡
を
発
見
し
、
登

録
し
た
。
ま
た
、
平
成
九
年
か
ら
の
国
道
三
0
四
号
関
連
の
調
査
結
果
を
「
善
徳
寺
前
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
皿
」
に
ま
と

美
術
・
エ
芸
・
芸
能

昭
和
三
五
年
(
-
九
六
0
)
三
月

―一

日
、
洲
崎
哲
二

（
出
丸
）
が
富
山
新
聞
文
化
賞
に
輝
い
た
。

平
成

―二
年
、
東
上
に
お
い
て
善
徳
寺
前
遺
跡
の
試
掘
調
査
。

平
成

―一

年
、
西
上
と
西
下
に
お
い
て
善
徳
寺
前
遺
跡
の
試
掘
調
査
。

跡
、
県
道
拡
幅
に
先
が
け
て
西
原
遺
跡
試
掘
調
査
を
行
う
。

ま
た
、
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こ
。
t
 

ナヽ
昭
和
三
六
年
七
月
五
日
、
城
端
町
美
術
協
会
が
設
立
さ
れ
、
善
徳
会
館
で
設
立
総
会
を
開
催
し
役
員
を
選
出
し
た
。
会

長
に
は
天
冨
町
長
、
副
会
長
に
野
村
満
花
城
・
西
川
栄

一
の
両
氏
、
理
事
に
杉
谷
瑞
泉
•
石
黒
連
州
・
岩
城
信
嘉
・
大
道

昭
和
三
八
年
三
月
六
日
洲
崎
哲
二
死
去
。
享
年
七
二
歳
。
町
公
民
館
運
営
審
議
委
員
長
、
城
端
病
院
院
長
と
し
て
四
〇

年
間
学
校
医
。
そ
の
間
町
議
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。
特
に
永
年
の
郷
土
史
研
究
に
よ
り
、

『城
端
町
史
』

な
貢
献
を
し
、
同
史
巻
末
に
「
城
端
町
史
の
成
る
ま
で
」
を
記
し
て
い
る
。

昭
和
四
二
年
九
月

―
二

日
＼

一
七
日
、
な
ん
ば
高
島
屋
（
大
阪
）
西
画
廊
に
お
い
て
、
石
黒
連
州
個
展
が
開
催
さ
れ

昭
和
四
九
年
八
月

一
日
＼
二
0
日
、
城
端
蒔
絵
四

0
0
年
記
念
展
が
開
催
さ
れ
た
。

昭
和
五

0
年

―一

月
二
日
か
ら
三
日
間
、
第

一
回
町
展
が
社
会
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
た
。
出
品
参
加
数
は
一

三
九
点
に

の
ぽ
っ
た
。

昭
和
五
二
年
三
月
二
六
日
か
ら
五
日
間
、
富
山
県
民
会
館
で
城
端
別
院
善
徳
寺
の
寺
宝
展
が
開
か
れ
た
。
出
品
さ
れ
た

寺
宝
は
「
寒
山
拾
得
」
な
ど
九
六
点
で
、
恒
例
の
虫
干
法
会
で
も
公
開
さ
れ
て
い
な
い
寺
宝
も
展
示
さ
れ
、
延
べ

三
0
0

0
人
を
超
す
入
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

昭
和
五
七
年

―一

月
三
日
、
第

一
回
文
化
祭
芸
能
大
会
が
開
か
れ
、

一
四
団
体
が
出
演
し
た
。

昭
和
五
九
年

一
0
月
、
中
日
社
会
功
労
賞
が
山
下
宗
八
に
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
長
年
、
郷
土
の
発
展
、
地
域
社
会
の

繁
栄
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
、
そ
の
功
労
著
し
い
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
六

一
年
五
月

一
四
日
か
ら
三
日
間
、
田
中
岳
推
の
個
展
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。
田
中
画
伯
は
出
丸
出
身

で
、
故
郷
で
の
初
個
展
と
な
っ
た
。

昭
和
六

一
年

一
0
月

一
日
か
ら

―一

月

一
0
日
ま
で
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
て
い
た
第

一
0
回
神
戸
須
磨
離
宮
公
園
現
代

彫
刻
展
で
、
岩
城
信
嘉
の
作
品
が
朝
日
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
た
。

昭
和
六

一
年

―一

月
五
日
、
文
化
庁
の
地
域
文
化
功
労
者
（
文
化
財
保
護
部
門
）
に
川
田
常
造
が
選
ば
れ
、
表
彰
を
受

た
。
連
州
は
真
覚
寺
（
西
上
）
住
職
で
、
全
国
各
地
の
個
展
も
好
評
で
あ
っ
た
。

清
治
・
小
原
白
照
•
河
合
喜
代
治
の
各
氏
を
決
定
し
た

。

の
完
成
に
多
大
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こ
。
t
 
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
。
t
 

こ
。
t
 昭

和
六
二
年

―一

月
五
日
＼
八
日
の
県
勤
労
者
美
術
展
で
日
本
画
・
中
島
宏

一
、
書
・
瀬
川
石
城
の
二
名
が
労
働
大
臣

賞
受
賞
。

昭
和
六
二
年
度
富
山
県
部
門
功
労
表
彰
で
城
端
塗
を
受
け
継
い
で
い
る
小
原
治
五
右
衛
門
(
-
四
代
目
）
が
技
能
部
門

で
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
三
年
―

一
月
に
は
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
た
。

平
成
二
年

(
-
九
九

0
)
七
月
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
研
究
者
の
野
村
理
兵
衛
の
半
世
紀
に
わ
た
る
努
力
が
結
実
し
、
第

一

回
0
S
I
E
K
賞
受
賞
者
に
決
定
。

―一

月

一
七
日
、
伝
達
式
が
町
で
行
わ
れ
た
。

平
成
四
年

一
0
月

一
日
＼

―
二
月

一
日
ま
で
二
か
月
に
わ
た
っ
て
高
岡
市
立
博
物
館
で
善
徳
寺
宝
物
展
が
開
催
さ
れ

平
成
六
年
四
月
二
0
日
＼
六
月
二
0
日
ま
で
、
城
端
町
史
館
「
蔵
回
廊
」
で
企
画
展
「
村
井
辰
夫
展
」
が
開
催
さ
れ

平
成
六
年

一
0
月
二
0
日
i
―一

月
二
0
日
ま
で
、
町
史
館
で
第
二
回
企
画
展
「
谷
聴
泉
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
七
年
二
月
二
六
日
、
前
年
よ
り
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
城
端
町
美
術
協
会
が
発
足
し
た
。
会
員
数
は
二
五
名
。

初
代
会
長
に
は
上
田
北
山
が
選
ば
れ
た
。

平
成
七
年
五
月
四
日
か
ら
四
日
間
、
第

一
回
美
術
協
会
会
貝
展
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。
会
員
二
五
名
全
員
が

新
作
や
県
展
・
中
央
展
入
賞
作
品
等
を
出
展
し
た
。

平
成
七
年

一
0
月

一
九
日
、
庵
唄
保
存
会
川
田
社
中
結
成

一
五
周
年
記
念
「
長
唄
演
奏
会
」
が
南
砺
農
業
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
中
央
で
活
躍
す
る
邦
楽
界
の
第

一
人
者
、
大
和
楽
家
元
三
味
線
の
芳
村
伊
十
七
、
笛
の
中
川
善
雄
、
太
鼓
の
望

月
太
喜
雄
ら
を
迎
え
た
。

平
成
七
年

一
0
月
二
0
日
、
路
通
来
城
三
0
0
年
記
念
俳
句
大
会
が
役
場
三
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
俳
人
八
十
村

路
通
が
城
端
町
を
訪
れ
て
こ
の
年
三
0
0
年
に
な
る
の
を
記
念
し
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
広
く
同
好
者
が
集
い
、

平
成
八
年
三
月

一
日
か
ら

一
四
日
ま
で
、
富
山
県
近
代
美
術
館
主
催
に
よ
る
「
移
動
美
術
館
」
が
蔵
回
廊
で
開
催
さ
れ
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平
成

一
五
年
、
吉
野
正
廣
が
財
団
法
人
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
表
彰
を
受
賞
し
た
。

平
成

一
五
年
、
山
本
哲
也
が
富
山
県
部
門
功
労
の
文
化
分
野
で
表
彰
さ
れ
た
。

う

た

い

平
成
七
年
(
-
九
九
五
）
に
発
刊
さ
れ
た

「城
端
の
謡
曲
」
に
よ
れ
ば
、
城
端
宝
生
会
は
昭
和
三
年

(
-
九
二
八）、

今
井
他
八
郎
ら
が
加
賀
宝
生
の
同
好
者
を
集
め
て
結
成
し
た
と
あ
り
、
七
月
第

一
回
素
謡
会
を
別
院
で
開
催
し
た
こ
と
に

第

二

項

謡

さ
れ
た
。

曲

野
の
水
田
に
設
営
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

平
成
八
年
六
月

―一

日
か
ら
二
二
日
ま
で
、
第
三
二
回
亜
細
亜
現
代
美
術
展
が
東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
、
酒
井
宏

が
産
経
新
聞
社
賞
を
受
賞
し
た
。

平
成
八
年

一
0
月

一
0
日
か
ら
三
日
間
、
「
絵
を
描
く
会
」
が
結
成
二
0
周
年
を
記
念
し
て
、
善
徳
会
館
で
展
示
会
を

平
成
八
年
一

0
月
一
六
日
、
城
端
篠
笛
の
会
と
庵
唄
保
存
会
川
田
社
中
が
「
大
和
楽
と
笛
の
ひ
び
き
」
を
専
徳
寺
で
開

催
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
庵
唄
の
新
曲
「
手
鏡
に
」
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
の
曲
は
、
平
成
八
年

―一

月
七
日
か
ら
開
催
さ

れ
た
「
ふ
る
さ
と
み
ら
い
2
1
・
城
端
」
の
企
画
の

一
環
と
し
て
、
庵
唄
の
新
歌
詞
募
集
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
東
京
か
ら
大
和
楽
家
元
の
大
和
久
満
、
大
和
久
路
、
大
和
左
京
、
大
和
壽
、
中
川
善
雄
の
日
本
邦
楽
会

を
代
表
す
る
五
氏
が
御
堂
に
顔
を
揃
え
て
、
大
和
楽
「
城
ヶ
島
の
雨
」
や
篠
笛
独
奏
「
甲
呂
」
な
ど
を
演
奏
し
た
。

平
成

一
0
年
五
月
九
日
か
ら
三一

日
ま
で
「
城
端
蒔
絵
の
歴
代
作
品
展
」
が
蔵
回
廊
で
開
催
さ
れ
た
。
城
端
蒔
絵
の
特

徴
と
も
い
え
る
白
漆
の
技
法
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
小
原
治
五
右
衛
門
系
譜
の
歴
代
作
品
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
作
品

と
資
料
が
約
五

0
点
展
示
さ
れ
た
。

平
成
―

一
年
五
月
二
六
日
、
え
び
す
商
店
街
広
場
で
俳
人
稲
畑
汀
子
の
句
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

平
成

一
三
年
八
月
二
四
日
か
ら

一
週
間
、
舞
踏
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
豆
鼓
フ
ァ
ー
ム
の
富
山
公
演
「
娘
ァ
烈
伝
」
が
、
細

平
成

二
二
年

―一

月
四
日
、
城
端
別
院
善
徳
寺
本
堂
で
、
芸
能
協
会
創
立
二
0
周
年
を
記
念
し
て
長
唄
演
奏
会
が
開
催

開
い
た
。
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る
。

始
ま
る
。
昭
和
七
年
四
月
会
則
と
役
員
（
初
代
会
長
篠
井
多
喜
雄
）
を
定
め
組
織
と
し
て
発
足
し
、
会
員
三
0
名
で
あ
っ

城
端
宝
生
会
は
戦
時
の
中
断
を
経
て
、
戦
後
改
め
て
組
織
（
初
代
会
長
細
川
栄
太
郎
）
さ
れ
た
。
砺
波
宝
生
会
の
記
録

に
よ
る
と
城
端
宝
生
会
は
昭
和
二
九
年
に
加
盟
し
、
当
時
の
会
員
数
二
二
名
。
同
年
九
月
の
砺
波
宝
生
会
秋
季
謡
曲
大
会

は
城
端
別
院
で
開
催
さ
れ
、
宝
生
九
郎
・
大
坪
十
喜
雄
・
松
本
謙
三
ら
が
招
か
れ
て
「
隅
田
川
」
や
「
大
原
御
幸
」
な
ど

を
謡
っ
た
。『
城
端
町
史
』
に
「
近
来
城
端
宝
生
会
が
誕
生
し
、
会
員
約
十
余
名
、
毎
年
大
会
を
催
し
、

二
、
三
年
前
宝

生
九
郎
を
招
聘
し
て
地
方
謡
曲
界
に
刺
激
を
与
え
た
こ
と
が
あ
る
。」
と
記
録
さ
れ
た
。

昭
和
一二
八
年
、
城
端
宝
生
会
員
ら
を
指
導
者
に
迎
え
て

一
葉
会
・
河
本
社
中
な
ど
三
社
中
が
で
き
た
。

昭
和
四

一
年
四
月
、
当
町
出
身
の
能
楽
者
松
本
謙
三
が
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
指
定
さ
れ
、
城
端
宝
生
会
は
昭
和

四
三
年
七
月

一
四
日
、
記
念
能
楽
公
演
を
開
催
し
て
祝
っ
た
。
砺
波
宝
生
会
二
0
周
年
記
念
を
兼
ね
て
の
公
演
で
あ
っ

た
。
久
し
ぶ
り
に
里
帰
り
し
た
松
本
は
「
安
宅
」
と
「
葵
上
」
を
演
じ
た
。
こ
の
年
六
月
城
端
喜
扇
会
が
発
足
し
て
い

昭
和
四
六
年
氷
室
会
、
昭
和
四
八
年

一
雲
会
、
昭
和
五

0
年
実
宝
会
、
昭
和
五
三
年
新
謡
会
と
社
中
結
成
が
相
次
ぎ
、

会
員
数
も
増
加
し
た
。

昭
和
五

一
年

―一

月
三
日
、
城
端
宝
生
会
が
優
良
芸
術
文
化
団
体
と
し
て
富
山
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
。

昭
和
五
五
年
四
月
、
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
美
山
荘
」
に
敷
舞
台
が
設
置
さ
れ
た
。
宝
生
会
は
費
用
の

一
部
を
負
担

し
た
。

昭
和
五
七
年

―一

月
一二
日
、
第

一
回
城
端
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
城
端
宝
生
会
は
町
内
の
芸
能
グ
ル
ー
プ
と
折
衝

し
、
企
画
か
ら
会
場
設
営
ま
で
中
心
と
な

っ
た
。

平
成
七
年
(
-
九
九
五
）
三
月
、
城
端
宝
生
会
は
城
端
町
の
謡
曲
史
を
ま
と
め
た

『城
端
の
謡
曲
』
を
出
版
し
、
五
〇

0
0
円
で
頒
布
し
た
。

城
端
宝
生
会
所
属
の
社
中
は

一
謡
会
・

一
雲
会
・
実
宝
会
・
博
謡
会
・
古
澤
社
中
・
翁
会
・
欣
宝
会
・
尚
謡
会
・
新
謡

会
・
砺
雲
会
・

一
河
会
・
城
端
喜
扇
会
・
野
雲
会
の

二
二
社
中
あ
っ
て
、
平
成
五
年
の
会
員
数
は
六

0
名
で
あ
っ
た
。

こ
。
t
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第6章 文 化

第

一

項

祭

た
。
明
治
四
二
年、

事 -
J
 
/‘_ 

事

1
0
月
中
下
旬
ご
ろ
に
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

松
本松
本
謙
三
は
明
治
三
二
年
(
-
八
九
九
）

三
月
ニ―

日
、
城
端
町
五
八
五
番
地
の

一
に
父
竜
吉
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ

あ
ら
た

一
家
は
東
京
へ
転
居
し
、
父
は
謙
三
を
小
学
五
年
生

(
-
0
歳
）
で
中
退
さ
せ
、
宝
生
新
に
入
門

さ
せ
た
。
宝
生
流
家
元
へ
の
入
門
と
は
い
え
、
実
際
は
掃
除
や
使
い
走
り
を
し
な
が
ら
の
弟
子
入
り
で
あ
っ
た
。
新
先
生

か
ら
は
口
う
つ
し
で
謡
曲
を
習
い
、
寒
稽
古
は
毎
朝
四
時
起
床
と
い
う
厳
し
い
修
行
に
よ
り
、

方
と
し
て
初
舞
台
を
踏
ん
だ
。
更
に
血
の
に
じ
む
よ
う
な
精
進
を
重
ね
、

―二
歳
で
「
岩
舟
」
ワ
キ

一
七
歳
で
家
元
の

一
子
相
伝
の
秘
曲
と
さ
れ
た

「
張
良
」
を
初
演
し
た
。
以
来
ワ
キ
方
と
し
て
着
実
な
能
を
演
じ
つ
づ
け
、
日
本
を
代
表
す
る
能
楽
者
と
な
っ
た
。
昭
和

三
二
年

(
-
九
五
七
）
ご
ろ
ま
で
の
活
躍
は
『
城
端
町
史
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四

一
年
四
月
二
五
日
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
外
務
省
の
能
楽
使
節
団
と
し
て
昭
和
四
二
年
西
欧
七
か
国
で
公
演
、
昭
和
四
六
年
イ
タ
リ
ア
公
演
な
ど
で
も

重
厚
な
能
を
演
じ
、
世
界
に
日
本
の
伝
統
芸
能
を
紹
介
す
る
な
ど
の
活
躍
を
続
け
た
。

昭
和
四
七
年
五
月
、
城
端
町
は
初
の
名
誉
町
民
に
松
本
を
推
挙
し
た
。

昭
和
五
五
年
九
月

一
五
日
、
死
去
。
享
年
八

一
歳
で
あ
っ
た
。
町
葬
が

一
0
月

―一

日
に
城
端
別
院
善
徳
寺
で
行
わ
れ

た
。
遺
族
、
近
親
者
、
城
端
宝
生
会
々
員
の
ほ
か
砺
波
地
方
の
市
町
村
長
等
、
約
五

0
0
人
が
参
列
し
た
。

昭
和
五
九
年
六
月
、
町
と
宝
生
会
が
国
立
劇
場
能
楽
堂
へ
故
松
本
師
の
寿
像
を
贈
っ
た
。

第
三
節

一
地
区
集
落
の
祭
り

春
及
び
秋
に
は
、
各
集
落
•
町
内
会
で
祭
礼
が
催
さ
れ
る

。

旧
町
部
に
お
い
て
は
、
城
端
神
明
宮
の
春
秋
の
祭
礼
に
合

わ
せ
、
五
月

一
五
日
ご
ろ
及
び
九
月

一
五
日
に
催
さ
れ
る
。
農
村
集
落
に
お
い
て
は
、
春
は
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
ご

ろ
の
農
作
業
前
に
豊
作
を
祈
り
、
秋
は
収
穫
を
感
謝
す
る
た
め
、

謙
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舞

昭
和
五
四
年
(
-
九
七
九
）

三
月
に
富
山
県
教
育
委
貝
会
が
発
行
し
た

「富
山
県
の
獅
子
舞
」
に
よ
る
と
、
城
端
町
に

関
し
て
信
末
、
上
見
、
蓑
谷
の
三
集
落
の
獅
子
舞
が
郷
土
史
家
の
石
崎
直
義
に
よ
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

獅
子
舞
は
、
城
端
町
に
お
い
て
は
信
末
ほ
か
一
五
集
落
、
西
新
田
町
ほ
か
四
町
内
会
で
行
わ
れ
、
百
足
獅
子
で
氷
見
獅

子
の
伝
播
型
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

二
人
獅
子
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
春
秋
の
祭
礼
時
に
実
施
さ
れ
る
。

演
目
等
に
関
し
て
蓑
谷
の
獅
子
舞
を
例
に
と
れ
ば
、
青
年
会
が
中
心
と
な
り
、

り
に
行
わ
れ
る
。
舞
は
俗
に
踊
り
獅
子
と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
舞
踊
の
つ
ゆ
は
ら
い
の
ゴ
ン
ボ
ウ
、
踊
り
の
吉
崎
、

格
闘
の
キ
リ
マ
ゼ
、
踊
り
の
ヒ
ト
ア
シ
、
七
五
三
、
跳
び
上
が
り
踊
る
バ
イ
ガ
エ
シ
が
演
じ
ら
れ
、
こ
の
う
ち
五
つ
は
明

治
の
末
ご
ろ
に
氷
見
の
大
工
が
来
村
滞
在
時
に
伝
授
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
獅
子
頭
は
新
旧
三
種
類
を
保
存
使
用
し
て

い
る
。
現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
昭
和
三
三
年
に
井
波
町
の
彫
刻
師
武
部
豊
が
製
作
し
た
も
の
で
、
材
質
は
桐
で
黒

塗
り
の
も
の
で
あ
る
。
か
や
（
胴
幕
）
は
普
通
の
紺
地
に
牡
丹
の
模
様
を
あ
し
ら
い
、
竹
の
輪
を
四
本
用
い
て
八
人
が
二

列
に
並
ん
で
片
方
ず
つ
を
支
え
持
つ
。
頭
持
ち
と
操
り
は
二
人
が
か
り
、
尾
持
ち
は

一
人
で
あ
る
。
囃
し
方
は
笛
、
太

鼓
、
鉦
及
び
鈴
で
、
太
鼓
は
二
人
で
担
ぐ
。
獅
子
と
り
（
獅
子
あ
や
し
）
は
小
学
生
四
人
で
行
う
。
祭
礼
当
日
は
、
獅
子

宿
（
公
民
館
）

地

宥
音
塚
の
地
蔵
尊
堂
は
昭
和
三
六
年
(
-
九
六
一
）
に
再
建
さ
れ
た
。
総
欅
造
り
、
屋
根
は
銅
板
葺
、
欄
間
な
ど
に

虎
、
龍
、
獅
子
等
の
彫
刻
を
施
し
、
エ
費
約
四

0
万
円
で
あ
っ
た
。
一

0
月
八
日
に
は
川
田
常
次
郎
ら
町
内
有
志
に
よ
っ

て
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
同
地
内
に
蕉
門
の
俳
人
路
通
が
残
し
た
「
あ
か
つ
き
や
弥
勒
々
々
と
松
の
は

な
」
の
句
碑
を
建
立
し
た
。

獅 る
。

子

蔵

堂

ま
た
、
国
広
、
大
窪
、
細
木
で
は
、
五
箇
村
の
祭
礼
が
八
月
二
五
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

北
野
地
区
の
四
集
落
（
北
野
、
長
楽
寺
、
次
郎
丸
、
吉
松
）
で
は
、
北
野
天
満
宮
の
祭
礼
が
八
月
二
五
日
に
行
わ
れ

1
0
月
二
七
日
の
氏
神
神
明
社
の
秋
祭

か
ら
神
主
宿
へ
行
き
、
神
官
に
連
れ
ら
れ
て
参
拝
、
そ
の
後
社
前
で
踊
る
。
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左

義
第

二

項

季

節

行

事

昭
和
五

0
年
、
町
の
旧
火
葬
場
地
内
（
野
田
）
に
あ
っ
た
地
蔵
堂
を
野
下
町
の
共
同
墓
地
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ

1
0
数
体
の
地
蔵
の
う
ち
高
さ

一
・
三

m
、
幅
五

ocmの
一
番
大
き
な
地
蔵
は
、
宝

昭
和
五
四
年
の
台
風

―二
号
で
東
新
田
神
明
社
の
桜
の
木
が
倒
れ
、
土
づ
く
り
の
地
蔵
尊
が
壊
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

同
町
内
で
は
米
原
金
次
郎
に
修
復
と
併
せ
て
地
蔵
尊
の
由
来
・
作
者
な
ど
の
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
同
町
内
に
住
ん

で
い
た
左
官
の
名
エ
、
福
田
文
吉
が
明
治

一
八
年

一
0
月
に
製
作
し
た
も
の
と
わ
か
っ
た
。

昭
和
五
七
年
、

ふ
る
さ
と
歴
史
研
究
会
の
藤
田
豊
久
•
田
村
悟
敏
が
「
石
仏
巡
礼
」
と
題
し
て
「
村
の
は
ず
れ
の
お
地

蔵
さ
ま
た
ち
」
を
広
報
じ
ょ
う
は
な
で
紹
介
し
た
。
第

一
回
は
同
年
七
月
号
で
、
翌
五
八
年
八
月
号
ま
で

一
四
回
の
連
載

で
あ
っ
た
。
城
端
か
ら
井
口
に
わ
た
る
地
蔵
堂
な
ど
を
く
ま
な
く
踏
査
し
て
考
察
し
た
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
地
蔵
尊
は
村
人
の
安
全
祈
願
や
疫
病
の
侵
入
防
止
な
ど
、
道
祖
神
の
役
割
も
兼
ね
て
建
立
さ
れ
た
。

長

左
義
長
は
、
小
正
月
に
行
わ
れ
る
火
祭
り
で
、
竹
を
立
て
て
門
松
、
注
連
縄
、
前
年
の
お
札
や
書
初
め
な
ど
を
焼
き
、

そ
の
火
で
焼
い
た
餅
を
食
べ
る
こ
と
で
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
書
初
め
を
焼
い
て
高
く
飛
ぶ
と
手
が
上

が
る
と
も
い
う
。
別
名
「
ど
ん
ど
焼
き
」
と
も
い
う
伝
統
行
事
で
あ
る
。

町
部
の
左
義
長
は
第
二
次
世
界
大
戦
と
共
に
中
絶
し
て
い
た
。
昭
和
三
四
年
(
-
九
五
九
）
に
「
ぜ
ひ
復
活
し
て
欲
し

い
」
と
の
声
が
高
ま
り
、
子
供
会
や
青
年
会
が
中
心
と
な
っ
て
町
部
全
体
の
も
の
で
復
活
し
た
。
そ
の
後
は
強
風
に
よ
り

消
防
署
か
ら
の
要
請
で
延
期
を
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
継
続
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

農
村
集
落
に
お
い
て
は
、
子
供
中
心
の
行
事
と
し
て
集
落
単
位
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
少
子
化
が
進
行
し
て

い
る
た
め
、
子
供
の
少
な
い
集
落
で
は
休
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
開
催
日
に
つ
い
て
、
以
前
は
一
月

一
四
日
に
実

施
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成

一
五
年
（
二
0
0
三
）
か
ら
成
人
の
日
が
第
二
月
曜
日
に
な
る
な
ど
休
日
の
関
係
も
あ
り
、
必

ず
し
も

一
月

一
四
日
に
こ
だ
わ
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
合
成
樹
脂
製
の
正
月
飾
り
な
ど
が
多
く
出
回
っ
て
い

永
四
年
(
-
七
0
七）

五
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

た
。
そ
の
際
に
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
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桜

祭

な

ど

野
下
地
内
の
神
明
通
り
の
桜
は
、
野
下
町
内
会
が
た
く
さ
ん
の
ボ
ン
ボ
リ
を
吊
る
し
、
満
開
の
と
き
は
夜
間
も
昼
を
欺

く
花
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、
大
変
見
事
な
名
所
で
あ
る
。
ま
た
、
町
営
グ
ラ
ン
ド
周
囲
も
含
め
た

一
帯
は
恰
好
の
花
見
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
夜
桜
と
な
れ
ば
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
焚
き
火
を
囲
み
、
冷
酒
を
あ
お
っ
て
大
騒
ぎ
す
る

平
成

一
0
年
度
か
ら
平
成

―一

年
度
に
か
け
て
、
町
道
西
上
中
学
校
前
線
の
神
明
通
り
に
歩
道
の
擬
石
平
板
ブ
ロ
ッ
ク

や
歩
車
道
分
離
と
車
の
速
度
を
制
御
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ー
ド
な
ど
を
整
備
し
た
。
桜
に
関
し
て
は
、
根
元
の
舗
装
を
切
り

取
り
、
植
樹
枡
を
九
七
か
所
、
そ
の
他
で
は
松
の
植
樹
桝
を
二
か
所
整
備
し
た
。

最
近
で
は
、
城
端
別
院
善
徳
寺
の
式
台
門
（
通
称
・
菊
の
門
）
か
ら
入
っ
た
前
庭
の
二
本
の
し
だ
れ
桜
が
、
あ
る
日
刊

紙
の
写
真
集
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
県
外
か
ら
も
訪
れ
る
人
が
あ
る
と
い
う
。
平
成

―
二
年
（
二
〇

0
 0
)
春
、
善
徳
寺
は
式
台
門
を
開
門
し
、
こ
の
し
だ
れ
桜
を
よ
り
多
く
の
人
が
観
賞
で
き
る
よ
う
に
改
め
た
。
同
時
に

夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
開
始
し
た
。
商
工
会
で
は
「
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
」
と
し
て
、
写
真
展
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を

始
め
た
。
こ
れ
は
、
商
店
街
、
善
徳
寺
、
観
光
協
会
、
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
ま
ち
な
か
の
賑

わ
い
を
演
出
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成

一
五
年
は
、
四
月
五
日
か
ら
同
月

一
三
日
ま
で
の
間
、
各

商
店
で
赤
い
毛
脈
を
ひ
い
た
縁
台
を
出
し
、
桜
に
ち
な
ん
だ
催
し
が
行
わ
れ
た
。

花
祭
り
は
、
釈
迦
の
生
誕
日
に
ち
な
ん
だ
潅
仏
会
の
こ
と
で
、
近
世
に
浄
土
宗
が
花
祭
り
と
称
し
て
か
ら
こ
の
名
称
が

一
般
に
広
ま
っ
た
祭
り
で
あ
り
、
本
来
は
四
月
八
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
四
月
八
日
前
後
の
日
曜
日
が
開
催
日

と
な
り
、
現
在
は
旧
暦
の
四
月
八
日
に
近
い
五
月
五
日
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

当
日
は
、
午
前
中
に
三
歳
か
ら

―二
歳
ま
で
の
子
供
た
ち
が
、
世
話
役
の
年
配
者
と
と
も
に
台
車
を
つ
け
た
白
象
を
引

き
な
が
ら
町
内
を
回
る
。
そ
の
お
り
に
、
家
々
か
ら
お
さ
い
銭
や
お
供
え
の
餅
を
も
ら
う
。
午
後
か
ら
は
本
堂
で
お
勤
め

が
あ
り
、
そ
の
後
、
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
献
花
・
献
灯
が
行
わ
れ
、
潅
仏
会
と
な
る
。
か
つ
て
は
紙
芝
居
な
ど
が
あ
っ
た

様
子
は
、
ま
さ
に
季
節
行
事
で
あ
る
。

境
問
題
へ
の
配
慮
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

る
た
め
、
野
焼
き
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
焼
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
環
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ら
れ
て
い
る
。

が
、
現
在
は
子
供
舞
踊
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
詣
者
が
見
物
に
訪
れ
る
。
ま
た
、
大
谷
婦
人
会
の
甘
茶
の
接
待
も
当
日
行

わ
れ
て
い
る
。
台
車
を
つ
け
た
白
象
は
、
花
祭
り
以
外
の
と
き
は
別
院
台
所
玄
関
の
天
井
下
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

虫

干

法

会

城
端
の
夏
を
い
ろ
ど
る
風
物
詩
、
城
端
別
院
善
徳
寺
の
虫
干
法
会
は
、
七
月
二
二
日
か
ら

一
週
間
、
年
に

一
度
の
夏
の

「
御
文
」
が
拝
読
さ
れ
、
連
日
読
経
の
絶
え
間
が
な
い
。
ま
た
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
法
宝
物
の
数
々
や
、
加
賀
藩
よ
り
の

大
名
道
具
数
百
点
を
、
虫
干
し
を
兼
ね
て
展
覧
す
る
。
虫
干
法
会
の
期
間
中
に
は
盤
持
大
会
、
盤
持
甚
句
踊
り
、
蓮
如
太

鼓
、
チ
ョ
ン
ガ
レ
踊
り
、
お
茶
会
等
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
て
い
る
。

虫
干
法
会
の
始
ま
り
は
明
治
末
期
か
ら
と
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
九
年
(
-
九
八
四
）

行
わ
れ
た
古
文
書
整
理
に
よ
り
、
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
に
は
、
そ
の
は
し
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

最
近
で
は
、
各
家
庭
に
車
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
宿
泊
し
て
参
詣
す
る
人
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

盤

持

講

盤
持
は
か
つ
て
南
砺
地
方
で
広
く

一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
力
競
べ
で
あ
り
、
若
衆
入
り
す
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
恒
例

の
行
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
夏
の
夜
な
ど
は
辻
堂
や
地
蔵
尊
の
前
で
、
若
衆
が
石
な
ど
を
あ
げ
て
石
盤
持
の
稽
古
が

行
わ
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
。
ま
た
、
冬
に
は
若
衆
講
や
若
衆
宿
な
ど
で
米
盤
持
や
小
豆
盤
持
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

に
は
善
徳
寺
「
虫
干
法
会
」
期
間
中
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
も
の
を
盤
持
講
と
い
う
。

別
院
善
徳
寺
の
盤
持
大
会
に
つ
い
て
、
「
こ
の
行
事
は
百

一
余
年
前
の
嘉
永
二
年
八
月
、
加
賀
一

三
代
藩
主
前
田
斉
泰

氏
の
子
祐
麿
様
が
善
徳
寺

一
六
世
住
職
に
迎
え
ら
れ
た
と
き
、
付
添
っ
て
き
た
オ
テ
コ

の
宝
物
収
蔵
館
建
設
を
機
に

（
駕
籠
か
き
人
夫
）

の
間
に
行
わ

れ
た
の
が
初
で
あ
る
と
云
ふ
。
大
正
年
間
よ
り
大
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
大
会
で
東
西
の
大

関
が
選
ば
れ
、
三
年
連
続
し
て
大
関
を
占
め
る
と
横
綱
に
推
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

古
く
は
旧
正
月
に
当
た
る
二
月

一
日
に
別
院
台
所
の
玄
関
土
間
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
場
所
の
壁
の
両
側

に
は
、
「
東
西
城
端
別
院
盤
持
講
力
士
選
」
と
書
か
れ
た
掲
額
が
あ
り
、
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
横
綱
・
大
関
の
名
前
が
掲
げ

掲
額
に
は
大
正
五
年
(
-
九

一
六
）
か
ら
昭
和
四
五
年
(
-
九
七

0
)
ま
で
の
木
札
が
掲
げ
ら
れ
、
昭
和
四

0
年
か
ら

一
般

_,,. 
虫干法会期間中は法宝物が公開される。
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―二

0
0
尾
の
鯖
を
用
い
る
。

飯
と
塩
で
漬
け
込
み
乳
酸
発
酵
さ
せ
る
「
な
れ
ず
し
」
の
こ
と
で
あ
り
、

一
尾
の
鯖
で
六
人
分
を
と
る
。
例
年
八

0
0
-

講
員
は
二
0
名
で
、
当
日
の
準
備
、
運
営
を
す
べ
て
受
け
持
っ
て
い
る
。
盤
持
大
会
は
小
・
中
学
生
、

か
れ
、
山
門
か
ら
本
堂
に
入
る
境
内
の
中
央
で
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

鯖

ず

し

講

鯖
ず
し
講
は
城
端
町
魚
商
組
合
八
名
で
組
織
さ
れ
、
六
月
上
旬
に
鯖
ず
し
の
準
備
に
と
り
か
か
る
。
鯖
ず
し
は
鯖
を
米

別
院
に
は
鯖
ず
し
の
樽
を
保
管
す
る
納
屋
が
あ
り
、
そ
こ
で
三
枚
に
お
ろ
し
た
鯖
約
四

0
0
枚
を
境
内
に
あ
る
山
椒
の

葉
と

一
緒
に
四
斗
入
り
桶
樽
に
漬
け
込
み
、
重
し
の
石
を
の
せ
て
い
く
。
桶
は

一
〇
樽
を
超
え
る
。
鯖
ず
し
は
漬
け
込
み

か
ら
お
よ
そ
五

0
日
後
の
虫
千
法
会
の
期
間
中
に
、
お
斎
の
お
菜
と
し
て
昼
食
と
夕
食
に
供
さ
れ
る
。
虫
干
法
会
期
間
を

過
ぎ
て
も
な
お
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
報
恩
講
の
お
斎
の
時
に
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

平
成

一
五
年
（
二
0
0
三）

は
、
鯖

一
六
0
0
本
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
六
斗
二
升
を
使
っ
て
約
九
六

0
0
食
分
が
漬
け
込
ま

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
般
の
部
に
分

四
四
年
の
五
年
間
は
盤
持
と
と
も
に
重
量
挙
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
昭
和
四
五
年
以
降
の
木
札
が
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
こ
ろ
に
盤
持
は
中
絶
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
昭
和
四
八
年
に
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
記
録
が
あ

る
。
昭
和
四
九
年
二
月
に
は
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
が
、
参
加
者
が
二
0
人
に
満
た
ず
、
伝
統
行
事
も
振
る
わ
な
く
な

り
、
そ
の
後
再
び
中
断
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
五
三
年
七
月
二
三
日
、
同
別
院
本
堂
で
開
か
れ
た
東
西
砺
波
郡
盤
持
ち
物
故
力
士
追
善
法
要
の
あ
と
、

七
年
ぶ
り
に
復
活
大
会
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
松
本
正
雄
小
矢
部
市
長
の
復
活
提
言
か
ら
、
田
嶋
茂
城
端
町
長
が
東
西

砺
波
郡
の
各
市
町
村
に
呼
び
か
け
て
、
伝
統
行
事
の
復
活
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
四
年
七
月
二
二
日
の
「
虫
干
法
会
」
初
日
に
、
善
徳
寺
の
恒
例
行
事
と
し
て
盤
持
が
奉
納
さ
れ
た
。
ま
た
、
復

活
を
機
に
「
盤
持
講
甚
旬
」
が
発
表
さ
れ
、
踊
り
が
奉
納
さ
れ
た
。

昭
和
六
三
年
に
は
甚
旬
の
節
回
し
を
変
え
、
新
し
く
振
り
付
け
さ
れ
た
踊
り
が
作
ら
れ
た
。
城
端
町
の
民
謡
同
好
会
、

福
福
大
学
な
ど
で
踊
り
を
覚
え
て
も
ら
い
、
男
女
二
五
人
で
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
に
盤
持
甚
旬
踊
り
保
存
会
が
結
成
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蓮

如

太

鼓

虫
干
法
会
期
間
中
の
日
曜
日
に
は
、
北
野
天
満
宮
越
中
式
年
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
「
蓮
如
太
鼓
」
が
別
院
境
内
で
奉
納

さ
れ
る
。
こ
の
太
鼓
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第

一
部
は
「
お
待
ち
う
け
、
お
迎
え
太
鼓
」
、
第
二
部
は
「
お
歓

び
、
歓
迎
太
鼓
」
、
第
三
部
は
「
お
見
送
り
、
お
別
れ
太
鼓
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
方
で
は
、
山
遊
び
の
習
俗
、
す
な
わ
ち
遊
山
的
な
蓮
如
忌
の
お
り
に
、
余
興
と
し
て
太
鼓
を
打
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
る
が
、
保
存
会
で
は
昭
和
五
五
年
(
-
九
八

0
)
三
月
か
ら
蓮
如
太
鼓
に
取
り
組
み
、
同
年
七
月
に
初
め
て
城
端

別
院
で
奉
納
し
て
い
る
。
以
後
毎
年
、
虫
干
法
会
期
間
中
に
、
篤
い
祈
り
を
バ
チ
に
込
め
て
、
蓮
如
上
人
の
経
回
故
事
を

、い
J

城
端
別
院
で
は
、
九
月
二
日
の
夜
に
別
院
境
内
に
て
「

一
心
講
踊
り
（
ち
ょ
ん
が
れ
踊
り
）
」
を
奉
納
し
て
い
る
。
か

一
心
講
踊
り
で
は
、
本
来
、
踊
り
手
よ
り
も
音
頭
と
り
が
重
要
と
伝
え
ら
れ
、

れ
」
の
歌
詞
を
し
つ
か
り
覚
え
て
い
て
、
唄
の
上
手
な
人
が
東
西
の
大
関
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
大
関
を
三
年
続
け
る
と

横
綱
に
な
っ
た
。
別
院
対
面
所
の
外
側
の
壁
に
は
「
城
端
別
院

一
心
講

掲
げ
ら
れ
、
歴
代
の
大
関
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
三
0
年
代
後
半
に
は
歌
い
手
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
四
六
年
(
-
九
七

一
）
九
月
に
は

そ
の
後
、
生
唄
で
の
音
頭
と
り
は
い
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
六
三
年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
生
唄
が
復
活
し
、
現

現
在
の

一
心
講
踊
り
で
は
、
ち
ょ
ん
が
れ
踊
り
の
ほ
か
に
、
麦
屋
踊
り
•
こ
き
り
こ
・
炭
坑
節
な
ど
の
民
謡
も
踊
ら
れ

る
。
大
谷
婦
人
会
の
協
力
も
得
て
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
の
人
が
大
勢
参
加
し
て
、
楽
し
い
踊
り
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

在
に
至
っ
て
い
る
。

別
院
が
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
を
購
入
し
て
「
ち
ょ
ん
が
れ
」
を
踊
っ
た
。

音
頭
千
代
加
札
五

0
周
年
記
念
」
の
木
額
が

一
般
の
歌
い
手
の
中
か
ら
「
ち
ょ
ん
が

つ
て
は
九
月

一
日
に
行
わ
れ
た
こ
の
行
事
は
、

一
心
講
の
講
貝
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

講

今
に
伝
え
て
い
る
。

れ
た
。
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